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日本企業外貨建て債券ファンド2016-03 
（為替ヘッジあり） 
愛称：ボンドジャパン 

運用報告書(全体版) 
 

第７期（決算日2019年９月９日） 
 

作成対象期間（2019年３月12日～2019年９月９日） 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 
当作成対象期間の運用状況等についてご報告申し上げます。 
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い申し上げます。 

 
●当ファンドの仕組みは次の通りです｡ 
商 品 分 類 単位型投信／内外／債券 
信 託 期 間 2016年３月18日から2020年９月９日までです。 

運 用 方 針 

日本企業外貨建て債券マザーファンド（以下「マザーファンド」といいます。）受益証券、わが国の政府、政府機関、地方公共団体およ
び企業（国内外の連結子会社および持分法適用関連会社を含みます。）が発行する先進国通貨建て（日本円を除きます。）の公社債（劣後
債等を含みます。以下「先進国通貨建て公社債」といいます。）ならびに日本を含む先進国の国債、政府保証債および地方債等（以下「日
本を含む先進国の国債等」といいます。）を主要投資対象とし、信託財産の成長を図ることを目的として運用を行うことを基本とします。 
投資にあたっては、マザーファンド受益証券を高位に組入れることを基本としますが、為替ヘッジコスト、信用力、利回り水準、流動性や
当ファンドの残存信託期間等を勘案し、先進国通貨建て公社債および日本を含む先進国の国債等に高位に直接投資を行う場合があります。 
直接投資にあたっては、投資対象銘柄は取得時においてBBB格相当以上の格付けを有するものとします。当初ポートフォリオ構築完了
時の実質組入銘柄の発行体と同一の発行体が発行する先進国通貨建て公社債、および日本を含む先進国の国債等についてはこの限りで
はありません。 
実質組入外貨建て資産については、原則として為替ヘッジにより為替変動リスクの低減を図ることを基本とします。 

主な投資対象 
日本企業外貨建て債券ファンド 
2016-03（為替ヘッジあり） 

マザーファンド受益証券、先進国通貨建て公社債ならびに日本を含む先進国の国債等を主要投資対
象とします。 

マザーファンド 先進国通貨建て公社債ならびに日本を含む先進国の国債等を主要投資対象とします。 

主な投資制限 

日本企業外貨建て債券ファンド 
2016-03（為替ヘッジあり） 

外貨建て資産への実質投資割合には制限を設けません。 
株式への直接投資は行いません。株式への投資は、転換社債を転換したもの等に限り、株式への実質
投資割合は信託財産の純資産総額の５％以内とします。 

マザーファンド 
外貨建て資産への投資割合には制限を設けません。 
株式への直接投資は行いません。株式への投資は、転換社債を転換したもの等に限り、株式への投資
割合は信託財産の純資産総額の５％以内とします。 

分 配 方 針 
毎決算時に、原則として経費控除後の利子・配当等収益と売買益（評価益を含みます。）から、利子・配当等収益等の水準および基準
価額水準等を勘案して分配します。留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行います。 
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日本企業外貨建て債券ファンド2016-03（為替ヘッジあり）

○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

受 益 者 
利 回 り 

債   券 
組 入 比 率 

債   券 
先 物 比 率 

元 本 
残 存 率 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 額 

期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 円 円 ％ ％ ％ ％ ％ 

2016年３月18日 10,000 － － － － － － 100.0 

１期(2016年９月９日) 10,153 30 183 1.8 3.8 93.5 － 99.7 

２期(2017年３月９日) 9,897 5 △251 △2.5 △0.7 97.5 － 94.6 

３期(2017年９月11日) 10,087 5 195 2.0 0.9 95.6 － 84.2 

４期(2018年３月９日) 9,903 5 △179 △1.8 △0.3 94.0 － 70.3 

５期(2018年９月10日) 9,837 0 △ 66 △0.7 △0.5 97.6 － 47.2 

６期(2019年３月11日) 9,894 0 57 0.6 △0.2 96.1 － 42.3 

７期(2019年９月９日) 10,208 0 314 3.2 0.7 95.5 － 38.6 
 
＊基準価額の騰落額および騰落率は分配金込み。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊債券先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 

＊当ファンドでは、マザーファンドを通じ、主としてわが国の企業が発行する先進国通貨建て（除く円）の社債（劣後債を含む）ならびに日

本を含む先進国の国債、政府保証債および地方債等に投資しておりますが、値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等

はありません。 
  

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 債   券 

組 入 比 率 
債   券 
先 物 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ ％ 

2019年３月11日 9,894 － 96.1 － 

３月末 9,963 0.7 94.0 － 

４月末 9,989 1.0 97.1 － 

５月末 10,020 1.3 95.5 － 

６月末 10,106 2.1 94.5 － 

７月末 10,116 2.2 94.2 － 

８月末 10,189 3.0 94.0 － 

(期  末)     

2019年９月９日 10,208 3.2 95.5 － 
 
＊騰落率は期首比です。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊債券先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
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日本企業外貨建て債券ファンド2016-03（為替ヘッジあり）

◎運用経過 

○期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。作成期首（2019年３月11日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。なお、当ファンドは単

位型投信であり、実際には分配金は再投資されませんのでご留意ください。 

（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

＊基準価額は3.17％の上昇 

基準価額は、当作成期首9,894円から当作成期末には10,208円となりました。 

 

当ファンドの基準価額は以下の要因により変動しました。 

（上昇） 日本国内発行体の外貨建て社債の保有による高水準のインカムゲイン（利子収入） 

（上昇） 保有する日本国内発行体の外貨建て社債利回りの低下（価格の上昇）によるキャピタ

ルゲイン（値上がり益） 
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日本企業外貨建て債券ファンド2016-03（為替ヘッジあり）

○投資環境 

海外クレジット市場では、当作成期末のスプレッド（国債との利回り格差）は当作成期首比

で概ね横ばいから小幅縮小となりました。当作成期首から４月末にかけては米中貿易問題が一

進一退を繰り返す中、FRB（米連邦準備制度理事会）の金融引き締めに慎重な姿勢が下支えと

なり、クレジットスプレッドは概ね縮小基調で推移しました。その後は米中貿易摩擦の激化に

対する懸念が広がる中でクレジットスプレッドが拡大する局面も見られましたが、６月の

FOMC（米連邦公開市場委員会）の政策金利見通しで年内の利下げが示唆されるなど、FRBの

金融政策に対して緩和的な方針が意識される中でクレジットスプレッドの拡大幅は限定的と

なり、当作成期首比では概ね横ばいから小幅縮小となりました。 

日本国内発行体の外貨建て社債に関しては比較的堅調に推移し、クレジットスプレッドは当

作成期首比で縮小しました。 

 

○当ファンドのポートフォリオ 

［日本企業外貨建て債券ファンド2016-03（為替ヘッジあり）］ 

親投資信託である日本企業外貨建て債券マザーファンド受益証券の組み入れを高位に維持

しました。実質組み入れ外貨建資産については、為替ヘッジにより為替変動リスクの低減を図

りました。 

 

［日本企業外貨建て債券マザーファンド］ 

わが国の政府、政府機関、地方公共団体および企業が発行する先進国通貨建て（日本円を除

く）の公社債（劣後債等を含む）ならびに日本を含む先進国の国債、政府保証債および地方債

等を主要投資対象とし、信託財産の成長を図ることを目的として運用を行ないました。 

 

＜当作成期中の主な動き＞ 

（１） 当作成期首の国別比率は、日本を９～10割程度としておりましたが、その後当作成期末

にかけて、その比率をほぼ維持しました。 

（２） 当作成期首の格付け比率は、AA格を１割程度、A格を８割程度、BBB格を１割程度とし

ておりましたが、その後当作成期末にかけて、その比率をほぼ維持しました。 

（３） デュレーション（初回コール日に償還された場合）については、当作成期末には1.9年程

度となりました。 
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日本企業外貨建て債券ファンド2016-03（為替ヘッジあり）

○当ファンドのベンチマークとの差異 

当ファンドでは、マザーファンドを通じ、主

としてわが国の企業が発行する先進国通貨建て

（除く円）の社債（劣後債を含む）ならびに日本

を含む先進国の国債、政府保証債および地方債

等に投資しておりますが、値動きを表す適切な

指数が存在しないため、ベンチマーク等はあり

ません。 

グラフは、期中の当ファンドの期別基準価額

騰落率です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎分配金 

（１） 収益分配金については、利子・配当等収益等の水準およびヘッジコスト動向、基準価額

水準等を勘案し、第７期は分配金の支払いを見送りました。 

（２） 留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行ないます。 

 
１万口当たり分配金（税込み） 0円 
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日本企業外貨建て債券ファンド2016-03（為替ヘッジあり）

◎今後の運用方針 

［日本企業外貨建て債券ファンド2016-03（為替ヘッジあり）］ 

日本企業外貨建て債券マザーファンド受益証券を高位に組み入れることを基本とします。実

質組み入れ外貨建資産については、原則として為替ヘッジにより為替変動リスクの低減を図り

ます。 

 

［日本企業外貨建て債券マザーファンド］ 

先進国通貨建て公社債の中から、ファンドの信託期間内に満期償還または繰上償還を迎える

公社債を中心に、信用力、利回り水準、流動性等を考慮し、投資対象銘柄を選定します。 

 

ファンドの信託期間内に償還を迎える銘柄については、原則として満期償還日まで持ち切

り、信託期間終了後に満期償還日または繰上償還可能日を迎える銘柄については、原則として

信託期間終了日前に売却することを基本とします。 

 

保有する日本国内発行体の信用ファンダメンタルズ（基礎的条件）について足元懸念は小さ

く、引き続き保有継続とする方針ですが、国内外の景気動向や金融政策動向、為替等の市況動

向が企業業績に与える影響をモニターしつつ、各銘柄の信用力状況の変化を引き続き注視して

まいります。 

 

今後ともご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 
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日本企業外貨建て債券ファンド2016-03（為替ヘッジあり）

○１万口当たりの費用明細 (2019年３月12日～2019年９月９日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 2  0.016  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (1)  (0.005)  ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、法定書面等の作成、 
基準価額の算出等 

 （ 販 売 会 社 ） (1)  (0.005)  購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理 
および事務手続き等 

 （ 受 託 会 社 ） (1)  (0.005)  ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行等 

（b） そ の 他 費 用 1   0.010   (b)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (1)  (0.007)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） (0)  (0.001)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） (0)  (0.002)  信託事務の処理に要するその他の諸費用 

 合 計 3   0.026    

期中の平均基準価額は、10,063円です。  

 
＊期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。 

＊各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

＊その他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 

＊各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数

第３位未満は四捨五入してあります。 
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日本企業外貨建て債券ファンド2016-03（為替ヘッジあり）

○売買及び取引の状況 (2019年３月12日～2019年９月９日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
日本企業外貨建て債券マザーファンド － － 75,532 81,000 

 
＊単位未満は切り捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2019年３月12日～2019年９月９日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2019年９月９日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

日本企業外貨建て債券マザーファンド 965,621 890,089 957,112 
 
＊口数・評価額の単位未満は切り捨て。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 
 

○投資信託財産の構成 (2019年９月９日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

日本企業外貨建て債券マザーファンド 957,112 98.9 

コール・ローン等、その他 10,770 1.1 

投資信託財産総額 967,882 100.0 
 
＊金額の単位未満は切り捨て。 

＊日本企業外貨建て債券マザーファンドにおいて、当期末における外貨建て純資産（1,055,629千円）の投資信託財産総額（1,081,314千円）

に対する比率は97.6％です。 

＊当期末における外貨建て純資産（264千円）の投資信託財産総額（967,882千円）に対する比率は0.0％です。 

＊外貨建て資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。１米ドル＝106.95円。 
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日本企業外貨建て債券ファンド2016-03（為替ヘッジあり）

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2019年９月９日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 1,875,085,235   

 コール・ローン等 5,452,786   

 日本企業外貨建て債券マザーファンド(評価額) 957,112,872   

 未収入金 912,519,577   

(B) 負債 911,220,821   

 未払金 910,446,000   

 未払解約金 610,560   

 未払信託報酬 153,495   

 未払利息 8   

 その他未払費用 10,758   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 963,864,414   

 元本 944,256,424   

 次期繰越損益金 19,607,990   

(D) 受益権総口数 944,256,424口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,208円 
 

（注）設定年月日2016年３月18日、設定元本額は2,441,184,783円、期

首元本額は1,033,152,434円、期末における元本残存率は38.6％、

１口当たり純資産額は1.0208円です。 

○損益の状況 (2019年３月12日～2019年９月９日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △     2,103   

 受取利息 1,764   

 支払利息 △     3,867   

(B) 有価証券売買損益 26,197,986   

 売買益 48,244,430   

 売買損 △22,046,444   

(C) 有価証券評価差損益 5,223,915   

(D) 信託報酬等 △   183,846   

(E) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ) 31,235,952   

(F) 前期繰越損益金 △11,000,059   

(G) 解約差損益金 △   627,903   

(H) 計(Ｅ＋Ｆ＋Ｇ) 19,607,990   

(I) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｈ＋Ｉ) 19,607,990   
 
＊損益の状況の中で(D)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等

相当額を含めて表示しています。 

＊損益の状況の中で(G)解約差損益金とあるのは、中途解約の際、元

本から解約価額を差し引いた差額分をいいます。 

 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 0円 
 
 
 

○お知らせ 

 該当事項はございません。 
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＜お申し込み時の留意点＞

販売会社の営業日であってもお申し込みの受付ができない日（以下 ｢申込不可日｣ といいます。）が
あります。
お申し込みの際には、これらの申込不可日に該当する日をご確認のうえ、お申し込みいただきますよ
うよろしくお願いいたします。

（2019年9月9日現在）
年　月 日
2019年９月 －

10月 －
11月 11、28
12月 25、26

※ 2019年12月までに該当する「申込不可日」を現時点で認識しうる情報をもとに作成しておりますが、諸事情等により
突然変更される場合があります。
したがって、お申し込みにあたってはその点についても十分ご留意下さい。また、諸事情等による申込不可日の変更は、
販売会社に連絡いたしますので、お問い合わせ下さい。
なお、弊社ホームページ（http://www.nomura-am.co.jp/）にも掲載いたしております。
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